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り 囲 み 、 キ レ ッ キ レ の ダ ンス 合 戦 で ア ピ ー ル し ま す 。こ の ダ ン ス は 他 の カ モ も 行い ま す が 、 種 類 に よ っ て 踊り 方 が 違 い ま す 。 誰 が ど んな ダ ン ス を 踊 る の か 、 鑑 賞し て み る の も 楽 し い カ モ 。

　
カ モ の 仲 間 は 、 オ ス が

派 手 な 色 で メ ス が 地 味 な色 を し て い る こ と が ほ とん ど 。 そ ん な カ モ 界 に おい て オ ス が 金 属 光 沢 も 極彩 色 も 持 ち 合 わ せ て い ない の が オ カ ヨ シ ガ モ です 。 地 味 と い う な か れ 、よ く 見 る と シ ッ ク な 色 合い に さ ざ 波 模 様 が 美 しく 、 黒 い お 尻 が キ ュ ー トな カ モ で す 。 彼 ら は １ 羽の メ ス を 数 羽 の オ ス で 取
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オ カ ヨ シ ガ モ

カ モ 目 　 カ モ 科
［ 全 長 ］ 　 5 0 ㎝
［ 時 期 ］ 　 冬 に み ら れ る 冬 鳥

F a c e b o o k ペ ー ジ に

飛 ん で み よ う ！

オ カ ヨ シ ガ モ の
求 愛 デ ィ ス プ レ イ

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

高 尾

　
は る か

会  場 と な る セ ン ト コ ア 山  口

湯 田 温 泉 で 「 冬 の 音 泉 祭 」
「 食 」「 音 楽 」「 癒 や し 」 を セ ン ト コ ア 山 口 で

　 「 湯 田温 泉

　
冬

の 音 泉祭 」 が 、９日
（ 土 ）  午 後

５ 時 か ら
1 0
時 ま

で 、 セ ント コ ア 山口 （ 山 口市 湯 田 温泉 ３ ） で初 開 催 され る 。 地域 の 産物 ・ 素 材

人 へ 」 な ど の ヒ ッ ト 曲 で知 ら れ る Ｅ Ｔ

－

Ｋ Ｉ Ｎ Ｇ

の ラ イ ブ が 、 そ れ ぞ れ

3 0

分 間 開 催 。 ま た 、 会 場 を沸 か し た 「 デ ィ ス コ キ ング ・ ク イ ー ン 」 に は 、 景品 が 贈 呈 さ れ る 。　
２ 階 小 ホ ー ル に は 、 高

級 オ ー デ ィ オ に よ る 「 極上 音 楽 体 験 」  、 県 内 物 産販 売 、 健 康 増 進 を 伴 う「 癒 や し の マ ッ サ ー ジ 」の 各 コ ー ナ ー が 設 け ら れる 。 さ ら に 、 デ ィ ス コ に昭 和 の ヘ ア ス タ イ ル で 参加 す る た め の ヘ ア セ ッ トブ ー ス も 用 意 さ れ る 。　
屋 外 に は キ ッ チ ン カ ー

７ 台 が 並 び 、 ハ ン バ ー ガ

ー 、 ケ バ ブ 、 韓 国 料 理 、唐 揚 げ 、 ジ ェ ラ ー ト な どを 提 供 す る 。　
入 場 料 は ３ 千 円 で 、 飲

　
そ し て 、 Ｄ Ｏ Ｚ Ａ Ｎ

1 1

（ 三 木 道 三 ） の デ ィ ナ ーシ ョ ー も 、 ２ 階 洋 ホ ー ルで ６ 時 か ら ７ 時 半 ま で 開催 さ れ る 。　
「 一 生 一 緒 に い て く れ

や 」 の 歌 詞 で 有 名 な 「 ＬＩ ｆ ｅ ｔ ｉ ｍ ｅ

　
Ｒ ｅ ｓ

ｐ ｅ ｃ ｔ 」  （ ２ ０ ０ １年 ） が オ リ コ ン チ ャ ー ト１ 位 を 記 録 し た 三 木 道 山は 、 病 気 や ケ ガ で ２ 年 間寝 た き り に な る な ど し 、一 時 は 市 中 に 死 亡 説 も 流れ た 。 だ が 、

1 4年 に 「 Ｄ

Ｏ Ｚ Ａ Ｎ

1 1」 に 改 名 し て

復 帰 。

2 1年 に は 絵 本 作 家

デ ビ ュ ー も 果 た し て いる 。

　
シ ョ ー の 前 に 味 わ え る

料 理 は 約

1 0品 。 増 本 栄 二

郎 総 料 理 長 が 県 産 食 材
（ 梶 岡 牛 、 吟 醸 海 老 等 ）

に こ だ わ り 、 ラ イ ブ キ ッチ ン で 演 出 す る 。 ま た 、ア ー キ ス が 手 掛 け る １ 本
（ ７ ５ ０ ㍉ リ ッ ト ル ）

1 0

万 円 程 度 の 高 級 ヴ ィ ン テー ジ 日 本 酒 「 夢 雀 」 を １人 １ 杯 （ 約 １ 万 円 相 当 ）飲 む こ と も で き る 。　
料 金 は ３ 万 ３ 千 円 で 、

デ ィ ス コ な ど そ の 他 の 催し に も 参 加 で き る 。 同 施設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０ ８ １ １ ） へ の 予 約 が 必要 だ 。 定 員 は 先 着 １ ０ ０人 で 、 残 席 わ ず か 。 食 等 に 使 用 で き る ５ ０ ０円 チ ケ ッ ト が １ 枚 つ い てく る 。 当 日 の 購 入 も 可 能だ 。

９ 日

の 発 掘 と 高 付 加 価 値 化 に取 り 組 ん で い る ア ー キ ス（ 山 口 市 泉 都 町 、 松 浦 奈津 子 社 長 ） と セ ン ト コ ア山 口 （ 安 田 智 史 支 配 人 ）の 共 催 。　
湯 田 温 泉 の 活 性 化 を 、

「 食 」  「 音 楽 」  「 癒 や し 」を 通 じ て 図 ろ う と い う 催し で 、 施 設 の １ 階 と ２ 階が 舞 台 と な る 。　
屋 内 に 足 を 踏 み 入 れ る

と 、 ロ ビ ー は 巨 大 な 〝 昭和 〞 の デ ィ ス コ フ ロ アに 。 ５ 時

1 5分 か ら は 西 の

雅 常 盤 の 名 物 「 女 将 劇場 」 出 張 公 演 が 、 ９ 時 から は 「 ギ フ ト 」  「 愛 し い

Ｄ Ｏ Ｚ Ａ Ｎ

1 1デ  ィ ナ ー シ  ョ  ー



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ ２ 月 ２ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨 年 の 公 演 の 一 場 面

西 村 信 選 手 前 回 の 山 口 市 で の 定 期 演 奏 会 （ ２ ０ ２ １ 年 ） の 様 子三 輪 大 将 選 手

→ 日 時 は 、 １ ０ 日 （ 日 ） 午 前 １ １ 時 か ら 正 午 ま で 。 申 し 込 み は 、 １ １ 月 ２ ２ 日 付 本 紙 掲 載 広 告 記 載 の Ｑ Ｒ コ ー ド か 、 同 課 ウ ェ ブ サ イ ト か ら 。 ４ 日 （ 月 ） 締 め 切 り 。

　
県 交 響 楽 団 （ 岡 田 実 団

長 ） の 第

6 8回 演 奏 会 が 、

1 0日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ４
時 ま で 、 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 開 かれ る 。 山 口 市 で の 開 催は 、 ２ ０ ２ １ 年 以 来 ２ 年ぶ り 。　

ゲ ス ト 指 揮 者 に は 、 篠
﨑 靖 男 を 迎 え る 。

0 1年 に

ロ サ ン ゼ ル ス ・ フ ィ ル の副 指 揮 者 に 就 任 。 退 任 後は ロ ン ド ン ・ フ ィ ル 、 フラ ン ク フ ル ト 放 送 交 響 楽団 な ど 、 ヨ ー ロ ッ パ 各 地の 主 要 オ ー ケ ス ト ラ を 指揮 し 、 国 内 で は

1 4年 か ら

1 8年 ま で 、 静 岡 交 響 楽 団
の 常 任 指 揮 者 を 務 め た 。　

演 奏 曲 目 は 、 交 響 詩

「 フ ィ ン ラ ン デ ィ ア 」  （ シ
ベ リ ウ ス ）  、  「 三 角 帽 子 」

（ フ ァ リ ャ ）  、 交 響 曲 第 ６
番 「 田 園 」  （ ベ ー ト ー ベン ）  。 さ ら に 、 １ 時 の 開場 後 か ら ウ エ ル カ ム コ ンサ ー ト も 開 か れ る 。　

入 場 料 は 、 一 般 １ ５ ０
０ 円 、 高 校 生 以 下 １ 千 円で 、 全 席 自 由 。 チ ケ ッ ト

は 、 山 口 市 民 会 館 、 Ｙ ＣＡ Ｍ 、 県 庁 職 員 会 館 売店 、 グ ラ ン ド ミ ッ ク 三 好屋 楽 器 、 ア ス ピ ラ ー ト 、コ ン ビ ニ 端 末 な ど で 購 入で き る 。　 「 日 頃 ク ラ シ ッ ク に なじ み が 無 く て も 必 ず 楽 しん で も ら え る 、 情 景 が 目に 浮 か ぶ よ う な 名 曲 ぞ ろい 。 多 く の 方 の 来 場 が 楽団 の 歴 史 の 支 え と な る ので 、 ぜ ひ 会 場 へ 」 と 岡 田団 長 。 問 い 合 わ せ は 、 同団 の 桑 原 洋 一 さ ん （

０

９ ０

－

９ ４ １ ４

－

８ ０ ４

３ ） へ 。

  

　 「 山 響 」 の 愛 称 で 知 られ る 同 団 は 、 １ ９ ５ ５ 年（ 昭 和

3 0年 ） に 「 山 口 交

響 楽 団 」 と し て 創 設 さ れた 、 県 内 で 最 も 歴 史 の ある フ ル オ ー ケ ス ト ラ の 楽団 だ 。 現 在 の 団 員 数 は 約１ ０ ０ 人 で 、 サ マ ー コ ンサ ー ト や

1 2月 の 定 期 演 奏

会 、 県 内 各 地 の 学 校 を 訪問 し て の 演 奏 な ど 、 さ まざ ま な 活 動 に 取 り 組 ん でい る 。

　
ス タ ジ オ ・ レ イ （ Ｒ Ｅ

Ｉ ・ Ｋ Ｏ 代 表 ） 主 催 の 第
2 2回 「 リ ル ・ レ イ ・ ダ ン

ス ス タ ジ オ ラ イ ブ 」 が 、あ す ３ 日 に 山 口 県 教 育 会館 （ 山 口 市 大 手 町 ２ ）で 、

1 0日 に 萩 市 民 館 （ 萩

市 江 向 ） で 開 か れ る 。 前者 は 午 後 ２ 時 か ら と ６ 時か ら の ２ 回 公 演 で 、 後 者は 午 後 ４ 時 か ら 。 ３ 歳 から 大 人 ま で の ス タ ジ オ メン バ ー と 、 Ｒ Ｅ Ｉ ・ Ｋ Ｏ代 表 率 い る プ ロ パ フ ォ ーマ ン ス 集 団 「 Ｓ Ｒ カ ン パニ ー 」 の ダ ン サ ー ・ 役 者ら 約

5 0人 が 出 演 す る 。 上

演 時 間 は ２ 時 間 前 後 で 、サ ン デ ー 山 口 な ど 後 援 。

　
１ 部 は ダ ン ス メ ド レ ー

「 Ｄ ａ ｎ ｃ ｉ ｎ ‚ Ａ ｉ ｒ
〜 Ｗ ｅ ‚ ｒ ｅ

　
ｉ ｎ

　
ｔ

ｈ ｅ

　
Ａ ｉ ｒ

　
ｆ ｏ ｒ

　

Ｄ ａ ｎ ｃ ｅ 」  。

7 0年 代 か

ら 最 近 の ヒ ッ ト ナ ン バ ーま で 、 洋 楽

1 0曲 の ダ ン ス

メ ド レ ー が 披 露 さ れ る 。　
２ 部 は 「 ニ ッ ポ ン ノ 、

メ ロ デ ィ 『 み ん な の オ ンガ ク 』  」 が テ ー マ 。

2 5周

年 を 迎 え た 維 新 劇

･

創 作

ミ ュ ー ジ カ ル 「 Ｓ Ｈ Ｏ ＷＩ Ｎ 〜 若 き 志 士 た ち 」 のダ イ ジ ェ ス ト や 、  「 地 球子 供 食 堂 つ な が り ん が リン グ チ ャ リ テ ィ フ ェ スタ 」 の た め に 製 作 し た ミニ ミ ュ ー ジ カ ル な ど を 、ス タ ジ オ の 今 年 の ト ピ ッ

ク ス と し て 紹 介 。 さ らに 、 昨 年 リ リ ー ス さ れ た
「 令 和 ナ ン バ ー 」  、 松 任 谷

由 実 、 井 上 陽 水 、 坂 本 龍一 な ど の 楽 曲 に 合 わ せ て踊 る 。　
前 売 り 券 は 、 大 人 ２ ５

０ ０ 円 、 高 校 生 以 下 １ ５０ ０ 円 で 、 同 ス タ ジ オ
（ 山 口 市 青 葉 台 １ 、

☎
０

８ ３

－

９ ２ ３

－

１ ８ １

６ ）  、 山 口 市 民 会 館 、 山口 井 筒 屋 、 ア ト ラ ス 萩 など で 購 入 で き る 。 当 日 は各 ５ ０ ０ 円 高 。 詳 細 は フェ イ ス ブ ッ ク ペ ー ジ （ ＱＲ コ ー ドか ら ）で 。

県 交 響 楽 団 が 第 ６ ８ 回 定 期 演 奏 会
２ 年  ぶ り に  山  口  市  で

1 0日

山 口 市 と 萩 市 で ダ  ン  ス  や ミ  ュ  ー ジ カ  ル

３ 位  ・  Ｊ Ｔ 広 島 と  ４ 位  ・  Ｗ  Ｄ 名 古 屋 が 激 突

2 2回 目 の リ ル  ・  レ イ  ・  ダ ン ス ス タ ジ オ ラ イ ブ

バ  レ ー ボ ー ル Ｖ １ リ ー グ 山 口 大 会

あ す 、１ ０ 日

き  ょ  う ・ あ  す

詳  細  は こ ち ら

　
バ レ ー ボ ー ル 国 内 最 高

峰 、 Ｖ １ リ ー グ 男 子 の 山口 大 会 が 、 き ょ う ２ 日 とあ す ３ 日 に 、 維 新 百 年 記

念 公 園 内 維 新 大 晃 ア リ ーナ （ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ）で 開 催 さ れ る 。 対 戦 す るの は 、 Ｊ Ｔ サ ン ダ ー ズ 広島 と ウ ル フ ド ッ グ ス 名 古屋 で 、 試 合 開 始 は 両 日 とも 午 後 １ 時 。　
昨 年 度 ７ 位 で 現 在 リ ー

グ 戦 ３ 位 に つ け る Ｊ Ｔ サン ダ ー ズ 広 島 が 、 昨 年 度優 勝 ・ 現 在 ４ 位 の ウ ル フド ッ グ ス （ Ｗ Ｄ ） 名 古 屋を 迎 え 撃 つ 。 Ｊ Ｔ 広 島 には 、 県 出 身 で 高 川 学 園 高

を 卒 業 し た 西 村 信 選 手 と三 輪 大 将 選 手 が 所 属 。 さら に 、 Ｊ Ｔ 広 島 の 三 輪 選手 と 新 井 雄 大 選 手 、 Ｗ Ｄ名 古 屋 の 高 梨 健 太 ・ 永 露元 稀 選 手 ・ 小 川 智 大 ・ 山崎 彰 都 の 各 選 手 は ２ ０ ２３ 年 度 の 日 本 代 表 に も 選ば れ て お り 、 両 チ ー ム 合わ せ て ６ 人 の 代 表 選 手 が参 加 す る 。　
前 売 り 券 は 、 １ 階 Ｃ 指

定 席 （ ３ ５ ０ ０ 円 ）  、 ２階 Ｅ 指 定 席 （ ２ 千 円 ）  、

２ 階 Ｆ 指 定 席 （ １ ５ ００ 円 ）  、 車 い す 席 （ 含介 助 者 １ 人 、 ３ 千 円 ）が 、 Ｖ チ ケ ッ ト と チ ケッ ト ぴ あ で 購 入 可 能 。１ 階 の プ レ ミ ア 席 や Ａ指 定 席 は 完 売 し た 。 会場 で 当 日 券 を 購 入 し ての 観 戦 も 可 能 だ 。 １ 階Ｂ 指 定 席 （ ４ 千 円 ） と２ 階 Ｄ 指 定 席 （ ３ 千円 ） は 、 当 日 券 で の み若 干 数 を 購 入 可 能 。　
問 い 合 わ せ は 、 山 口

市 バ レ ー ボ ー ル 協 会 の佐 賀 正 櫻 さ ん （

０ ９

０

－

４ ８ ０ ７

－

７ ７ １

９ ） へ 。
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 １ 行 記 事　 南 半 球 の オ ー ス ト ラ リ ア ・ シ ド ニ ー か ら 「 真 夏 の ク リ ス マ ス 」 を 紹 介 し て も ら う 無 料 オ ン ラ イ ン ツ ア ー へ の 参 加 者 を 、 山 口 市 国 際 交 流 課 が 募 集 中 。 開 催 →

立 石

 裕 樹

 副 院 長

Ｑ ． 健 康 診 断 で

“
高 値 血

圧 で す が 、 日 常 生 活 に 支障 あ り ま せ ん

”
と 言 わ れ

ま し た 。

“
高 値 血 圧

”
と

は 何 で す か ？

　
す ご く 気

に な り ま す 。Ａ ．

病 院 で 測 定 し た 場 合

の 血 圧 の 正 常 範 囲 は 収 縮期 （ 上 の ） 血 圧 で １ ２０ 、 拡 張 期 （ 下 の ） 血 圧で

8 0未 満 と さ れ て い ま

す 。 高 血 圧 と は 、 病 院 で測 定 し た 場 合 は 収 縮 期 血圧 １ ４ ０ 、 拡 張 期 血 圧

9 0

以 上 と さ れ て い ま す 。　
高 血 圧 に は 前 症 が あ

り 、 正 常 高 値 血 圧 （ 収 縮期 １ ２ ０ ～ １ ２ ９ 、 拡 張期

8 0未 満 ）  、 高 値 血 圧

（ 収 縮 期 １ ３ ０ ～ １ ３９ 、 拡 張 期

8 0～

8 9） に 分

類 さ れ ま す 。 実 は 、 高 血圧 だ け で は な く 、 こ の 正常 高 値 血 圧 や 高 値 血 圧 の段 階 か ら 心 臓 、 脳 、 腎 臓病 の 罹 患 や 死 亡 の リ ス クが 上 昇 す る こ と が わ か って お り 、 将 来 、 高 確 率 で高 血 圧 に 移 行 す る こ と も分 か っ て い ま す 。　
健 康 診 断 で 早 い 段 階 か

ら 血 圧 の 異 常 に 気 付 き 、生 活 習 慣 を 見 直 し 、 精 密検 査 を 受 け る こ と で 、 将来 の 心 臓 、 脳 や 腎 臓 病 を予 防 す る こ と が 可 能 と なり ま す 。 健 康 診 断 で 血 圧の 異 常 を 指 摘 さ れ た ら 、ま ず は 医 療 機 関 へ 相 談 して み ま し ょ う 。ハ ー ト ク リ ニ ッ ク 南 山 口Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－ ９ ８ ８

－ ３ ３ ３ ３



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ ２ 月 ２ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


